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１ はじめに

近年は博物館で行われる教育学習活動についての議

論が盛んに行われるようになっており、研究発表や

シンポジウムなどの催しも頻繁に行なわれるように

なった（国立民族学博物館民族学研究開発センター，

2003；東京国立博物館，2006；京都大学総合博物館，

2006；九州国立博物館・福岡県立アジア文化交流セン

ター，2006；全国美術館会議，1997など）。また教育

学習に関する研究も、博物館の学習に特化した理論的

な研究（松岡，2006）、博物館が学校の枠組みの中で

行う教育（金山ほか，2000；高田ほか，2004）、展示

室での展示効果を意識した来館者調査の研究（琵琶湖

博物館・滋賀県博物館ネットワーク協議会，2000；布

谷知夫・芦谷美奈子，2000；井上，2006；並木ほか，

2005；安達ほか，2006；江水・大原，2006）など多岐

にわたっている。

特に最近では各地で博物館教育のシンポジウムなど

が数多く実施され、学芸員資格所得のための科目に博

物館教育論が追加され、博物館教育の教科書ともいえ

る出版物（小笠原ほか，2012；寺島ほか，2012）や理

論書（ジョージ・ハイン，2010）も出版されている。

かつての博物館学の議論では、教育学習活動につい

ては多数の実践報告はあったが、その位置づけなど

についてはあまり議論がされてこなかった（守井，

1996）。それに対して最近の議論では、教育学習によ

る効果に焦点をあてながら多様に議論が行われてい

る。しかし最近の研究でも、教育学習活動は博物館の

全体的な事業あるいは他の事業との関わりの中では論

じられていない。

ここで特に課題としてあげたいのは、博物館の教育

学習活動と展示との関係である。これまでの議論で

は、展示の目的は教育であり、教育と展示とは一体の

活動であるとされており、それ以上の踏み込んだ議論

はされていない。しかし、近年の展示および教育学習

の個別の議論からは、展示と博物館の教育学習とは別

の活動と考えたほうが良いと思われる。展示事業と教

育事業の関係をどう考えるのか、という議論は、それ

ぞれの事業について考える上では大切な内容であり、
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十分な検討が必要であろう。そこで、本稿では展示の

目的や博物館で行われる教育学習活動のあり方などを

確認することで、博物館の展示と教育学習活動との関

係を整理して、今後の議論の材料としたい。

なお、本稿では、もともとの用語として使用されて

いた引用や議論の紹介にあたる場合については使われ

ていた「普及教育｣「教育」などを使い、一般的な議

論では「教育学習」の用語を用いる。

２ 展示と教育学習活動の関係についてのこれまでの

議論

博物館法第二条「定義」の中では、「展示して教育

的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査

研究、レクリエーション等に資するために必要な事業

を行い」とある。引用した部分の前で記述される資料

整備事業、後ろの調査研究事業とあわせて、この引用

した部分を教育事業としてひとつの事業とする考えが

これまで一般的であった。つまり、展示の目的は教育

であり、その他の教育事業も行っている、という解釈

である。そういう理由によって、研究者によって多少

の表現の違いはあるものの、博物館が行う事業は、資

料整備、教育（場合によっては展示・教育）、調査研

究の三つとされてきた。

博物館法制定当時の博物館学の議論では、棚橋源太

郎（1950，1953）や鶴田総一郎（1956）は展示と教育

をひとつの事業として捉えている。棚橋（1950）は博

物館の教育的効果を非常に重視して「一般公開の各種

博物館に共通な事業は、教育と学芸研究の二つであ

る」としている。そして教育活動の中に展覧会をお

き、博物館らしい教育とは博物館の資料や展示と関係

して行なうことが有効適切であるとした。また鶴田

（1956）は、博物館の事業を「収集」「整理保管」

「研究」「教育普及」として、この四つが相互に等価

値で、補償的であるとしながらも、「収集」「整理保

管」「研究」は「教育普及」のための手段として、展

示は教育普及を達成するための方法の一つとしてい

る。この議論はその後も長く主流の議論である。

博物館学の見直しの議論が盛んに行われた1970年代

には、倉田公裕（1979）は博物館の事業として「研

究」「収集、保存」「教育」をあげ、博物館で行うの

はものを見せて行なう教育であり、展示がその最も主

要な教育であるという議論を行っている。加藤有次

（1977）は、「資料の収集、資料の整理保管、資料の

調査研究、教育活動」の四つを博物館の機能としてい

る。そしてこの四つの機能は同じ働きかけがなければ

ならず、展示は教育活動の室内機能の一部という位置

づけとなっている。

森田恒之（1978）は博物館の機能を「学校教育以外

で組織的な教育活動を行なうために、資料を収集・保

管・展示し、資料の調査研究、その他の必要な事業を

行うことを目的に設置される」としている。ここでは

「その他の事業を行う」ことを博物館の目的としてく

わえ、資料収集・保管、展示、調査研究などが行われ

ている、という位置づけであるが「その他に事業」を

行うことの目的が明記されていないために、事業の分

類においては、棚橋（1950，1953）や鶴田（1956）と

同様である。

伊藤寿朗（1993）は、ユネスコ、国際博物館会議

（ICOM）、そして日本の博物館法などの博物館の定

義から、博物館の共通した機能は、①物を調査し研究

する機能、②物を収集し保管する機能、③物を公開し

教育する機能、をあげ、この全てを目的とするのが博

物館としている。

いずれの議論も展示と教育は一体であり、展示は教

育の手段という位置づけである。そしてその後も最近

に至るまで、この基本的な展示と教育の位置づけに対

しての議論はほとんど行われていない。博物館学の

その後の主な教科書など（加藤，1996；倉田･矢島，

1997；網干善教･編，1998；鈴木眞理・編，1999；石

森，1999）においても、博物館の事業（機能）は、基

本は「資料整備（収集と保管）」、「教育普及」、

「調査研究」の三つという理解であり、教育普及の中

に展示が含まれるという認識が続いている。

なお、青木豊（2012）は、博物館の機能を基本・展

開・応用と分けて、基本は資料収集・保管（存）・研

究、展開は展示と教育活動、応用は利用者が知的欲求

の充足のために行う調査・研究への取り組み支援であ

るとしている。そしてその後の機能の解説では収集・

保管（存）・研究・展示・教育の五つの項目に区分し

て事業内容の説明があり、「博物館の展示は博物館教

育の最大の具体である」としている。青木の視点は新

たな整理であるが、その個別の記述での教育と展示の

関係は従来の議論とあまり変わらないようである。

しかしながら、これらのどの文献においても、基本
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的な機能についての総論的議論の後の各論に当たる部

分では、「展示」と「教育」とは別の項目として扱わ

れている。それは展示には独自の技術や手法があり、

同じく教育普及の事業についても、その内容、手法、

理論などは展示とは異なる点が多いためである。

伊藤（1986）は、日本の博物館の発展形態として、

「要求に応える」から「要求を育む」という方向に発

展しているとし、「要求を育むということに対し、展

示という固定した対応の仕方では限界があるという指

摘である。この意味で、教育事業の持つ役割が、飛躍

的に増して来る。」として、展示と教育学習との意味

合いの違いを示唆している。

３ 展示をめぐる博物館と来館者との関係

展示と教育学習との相互の関係を明らかにするため

に、改めて展示の目的について考えてみたい。展示の

目的は何かという議論を、博物館からの働きかけとい

う視点から見ると、典型的には二つの考え方がある。

そのひとつは、展示は知識を伝える場という伝統的な

考え方であり、もうひとつは展示を通して自分自身に

ついて考えるきっかけを作る場、という考えである。

現実には有名な1点物や非常に珍しい物を目玉とした

展示会は多いが、それらは展示資料の種類によって展

示の目的のどちらをも含む場合があり、また展示の目

的とは異なる範疇の課題が含まれるため、これについ

てはここでは議論の対象とはしない。

展示とは知識を伝える場、という考え方は、一般的

あるいは伝統的な展示のあり方であり、博物館が持つ

資料を並べ、解説パネルを使って、特定のテーマに

そって博物館が考えている内容を伝えようとするもの

である。例えば自然史系の展示で、ある地域の昆虫相

や植物相などが展示され、個々の和名や特徴などや、

日本の中および世界の中での分布の特徴などの解説さ

れている、というような例、あるいは歴史展示の中

で、ある遺跡から出土した土器や木器などが展示さ

れ、その様式などによって、どの時代、他の地域との

関連などが解説される例などは、学芸員の研究成果と

知識に基づいて、展示を見る人に展示物に関して、あ

るいは関連した内容について知識を伝えようとするも

のである。しかし直接的に知識を伝えようとする展示

は、現代のテレビ･雑誌・インターネットなどの情報

過多状態の中では、実物による感動という言い方はさ

れているものの、知識を伝える場としては成立し辛く

なってきている。すくなくとも詳細についてはもちろ

ん知らないとしても、初めてその知識に接するという

ような事例は少なくなってきている。多くの場合には

もちろん知識を伝えるということであるが、その知識

や背景を再確認する展示という側面が大きくなってき

ている。

また知識と関わって、博物館としてのメッセージを

伝えることを重く見る展示がある。本来、展示とは

メッセージを伝える手段として考えられてきたが、実

際には展示を見る来館者は、その博物館が期待する

メッセージが伝わっているとは言えないことが多い

（橋本，1998）。むしろ学芸員のメッセージは、一般

的にではなく、おそらくその内容に詳しい少数者にし

か伝わらないのかもしれない。

またすでに評価が定まった知識を伝えるだけではな

く、まだ評価の定まらない知識、あるいはいくつかの

解釈があることを、そのまま伝えるというような展示

も、広くは知識を伝える展示ということができるだろ

う。例えば遺跡発掘の成果から、遺跡の復元のため

に、古環境やその遺跡の復元がされるが、発掘が進む

につれて、新しい情報が増え、過去の復元の姿ではな

く、新たな復元を考える必要が生じて、その過程の展

示などは、観覧者が考えながら遺跡その物やその手法

などを含んだ知識や情報を得る展示といえる。

それに対して新しい世界観の在り方を考える展示

は、展示される物の組み合わせや、その展示への参加

によって、自然や暮らしに関する個人の考え方に対し

て疑問を投げかけ、考えさせるような展示が行われて

いる。この場合には特定の伝えるべき結論が決まって

いるのではなく、展示を見る人の知識や個人の経験に

かかわって、その人が考えるための材料を展示で表現

するという事であり、博物館からのメッセージは、

テーマ性を強く持ったものとなる。例えば展示室で見

られる民家の再現展示は、展示を見て、移築民家の当

時の暮らしについて知ってもらうのが目的ではなく、

各自が現在の自分の暮らしの在り方、例えば水利用に

ついて考えてみることを目的としている場合がある。

これは暮らしについての知識の展示としても通用する

ものでもあるが、周辺の展示などとの効果によって知

識を伝えるだけではなく、各個人の水利用の経験など

について考えることが確かめられている（滋賀県博物
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館ネットワーク協議会，2000）。あるいは各地の自然

史系博物館の里山のジオラマは、景観を伝える展示と

して作られている場合もあるが、博物館の意図によれ

ば、典型的な自然管理と保全の例として、今後の自然

と人間とのかかわり方について考える展示となってい

る例もある。これらの展示の考え方では、結論がない

というよりは、社会規範としての結論はあり、博物館

からの提起に対して観覧者が改めて考える機会を作る

展示といえるかもしれない。

このような見る側に主体があるという展示の見方

は、美術館においてはより顕著に現れるかもしれな

い。美術館で展示されている作品は、作者名や時代、

あるいは作者の感情などの特定の知識を伝えるのでは

なく、見る側が感じ、考えるものであろう。対話型鑑

賞法の実践で知られるアメリア・アレナス（1998）

は、「作品の中に意味が存在するというのではなく、

それよりも意味は、人々が作品を見るという行為を通

じて作品とおこなうコミュニケーションによって、作

品に付加されるもの」であるという。作品を見る人

は、こうして作品に付加されたものを、自分個人の作

品鑑賞として、感じるのである。

博物館の展示室は、より来館者の側に主体があり、

受動的な来館者から能動的な、双方向の来館者にと変

わり、物を介したコミュニケーションが成立する場、

もしくは物の意味が生み出される場（橋本，1998；

フーパー・グリーンヒル，1993）へと変わってきてい

るとされている。

さらに新たな博物館の意味合いとしては、楽しみの

場という比重が高くなってきている。知的楽しみとい

うことも含めて、家族や知人と一緒の時間を博物館で

過ごす、という楽しみ方は、今では動物園・水族館な

どだけではなく、一般の博物館・美術館の過ごし方に

もなっている。そして、そういう親しい人との会話を

通じた博物館という場での体験によって、人は学ぶの

だと言われる（ジョン・Ｈ／フォーク，1996）。ここ

で起こる学びは、知識の吸収ではなく、コミュニケー

ションや知的経験による社会規範を身に着けることで

あろう。

展示の目的は教育であるので、博物館の目的は教育

に絞り込まれる、という考え方が続いている。しかし

博物館学の議論の初期には、博物館教育は展示を使っ

た事業のみをさしていたためにそのような考え方が

あったが、展示の目的は知識を教えることだけではな

くなっており、展示の考え方が非常に幅広くなってい

ることを確認したい。

４ 博物館の教育学習活動

日本博物館協会の博物館白書（1999）では、従来か

ら行われてきた教育普及活動を講演会・シンポジウ

ム、講座、講習会･工作教室、映画会、自然観察会･見

学会、その他という六つの範疇に分けて、それぞれの

事業を行っている館園の数を示している。この区分を

見ると、博物館の行っている教育普及活動は、博物館

からの知識提供や技術の提供が大部分である。もちろ

ん講演会、見学会などを行いながら、聴衆が考える余

地は残されているとは言うものの、基本は知識を伝え

ることであった。

日本博物館協会の範疇には入っていない学習活動と

して、最近行われることが多いワークショップと呼ば

れる活動がある。本来の市民活動の中で定義されてい

るワークショップ（中野，2001）よりは幅広い意味で

行われており、ファシリテーターの指示にしたがって

一緒に活動を行うことで、その過程や結果について考

え、学ぶような活動である。ワークショップの場合に

は、行われているのは博物館からの知識の伝達ではな

く、スタッフからの方向性に従って、まったく自由に

活動を行い、多くの場合には結論は決まっていない。

最近行われている展示室での「指示カード｣などを

使った展示見学も（琵琶湖博物館，2000；鈴木，

2006；井島，2006；鈴木ほか，2007）同じような要素

を持っている。人がつく場合もあるが、展示室のいく

つかのコーナーを、順に質問や指示に従いながら展示

を確認し、また自分で課題を作りながら、展示室を

回っていく活動で、展示を見てパネルを読んで確認す

るだけではなく、その展示にかかわって、来館者の年

齢や知識レベルに応じた展示の見方ができるような工

夫がされている場合が多い。このような展示見学は、

展示制作者の意図をうまく伝えるというよりも、展示

を使いながら、指示カードのプログラムの設問につい

て考える、あるいはそのテーマについての体験をして

もらう、というような方法をとることが多く、単なる

展示見学ではなく、展示室という場を使いながら、博

物館が準備する教育学習活動の事業であると位置づけ

ることができる。
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一方、博物館での学習活動では、研究会や同好会の

ような自主的なグループがあり、これらの活動も博物

館にとっての学習活動の中に入れる場合もあるが、こ

の活動は、博物館や学芸員が知識を伝えるのではな

く、学芸員が中心にいるとはいえ、みんながあるテー

マで新しい知見を求めて活動する。学芸員の知識が核

となり、学芸員からまず学ぶことにはなるが、全体と

しての目的はそうではなく、みんなで一緒の特定の

テーマに沿って資料を集め、みんなで調査、研究を行

い、成果をあげることが目的である。このようなグ

ループは参加者全員が自主的に考え、学ぶ場である。

ボランティア活動ではどうであろうか。ボランティ

アという他の分野では「社会奉仕｣というような意味

が強い一般的な名称を使ってしまったために混乱が見

られるが、博物館では、自主的な活動をする自主グ

ループ（布谷，1999）と、博物館の事業の補助をする

ボランティア（日本博物館協会，1993）とが見られ

る。自主的な活動をするグループ（例えば琵琶湖博物

館の「はしかけ」、人と自然の博物館の「人と自然の

会」など）の場合には、研究会や同好会など、いろい

ろなテーマで活動する自主的な活動グループと同じで

ある。一方で補助的な活動をするボランティアは、展

示解説などの活動をするために研修を受けたり、学芸

員からの指導を受けることでそのボランティア活動が

成り立っており、そのボランティア活動の内容はどの

ようなものであっても、補助活動をしながらも博物館

の事業に関係を持つことで、基本は自分たちが楽し

む、そして学ぶということである。

これらの例を見ると、博物館での教育学習活動で

は、学芸員が行う博物館の主催事業としては、知識を

伝える事業が大半であるのに対して、来館者が考え、

主体的に学ぶような形式の事業は、ワークショップ形

式やグループ活動としてのボランティア、同好会･研

究会などがあり、この両者の要素を併せ持つような事

業はあまり行われていない。最近では子どものうちか

ら博物館や美術館の利用者、ファンを作ることを目的

にして、博物館のスタッフが行う事業でも、展示や知

識の伝達とは関係なく、博物館という場を感じてもら

うことを目的とした事業も行われるようになってい

る。

従来に教育学習事業として行われる事業は、博物館

白書（日本博物館協会，1999）の掲載例のように、主

として専門の研究者である学芸員が対応して基本的な

知識を伝える事によって成立する場合が多く、また博

物館の事業に参加してくる参加者も、そういう学芸員

の知識に期待してくる人が多かったと思われる。

それに対して、近年に行われている教育学習事業

は、従来のように博物館をはっきりした目的を持って

利用する来館者ではなく、具体的な利用目的を持たず

に博物館に来る人を対象とし、博物館を使うことの楽

しさや利用の仕方を知ってもらうことを目的とした事

業内容があり、博物館としては比較的最近になって始

まった利用方法といえる。そしてその対象者は、地域

住民の大多数であり、博物館にとっては、現在一番大

切な潜在的利用者である。そしてそういう博物館利用

者の中から、従来のような博物館事業やグループ活動

や研究会などの活動に参加する人も生まれてくる。

そしてこのような事例においても、教育学習活動と

いうよりは、どちらかというと博物館という「場」が

できた事によって行われる活動であり、展示室を離れ

て行われていることが大半である。博物館で行われて

いる教育学習の事業は、知識を伝えることが目的に

なっている事業もあるが、より一人一人の住民に対し

て、知的好奇心を刺激し、市民としての個の確立を目

指すことが目的となってきていると思われる。

５ 結論・展示と教育学習活動との関係

本稿の文頭では、これまで一体と考えられてきた

「展示」と「教育学習」という博物館事業について、

博物館の機能としては別の事業としたほうがいいので

はないかという考えを述べた。そして、展示と教育学

習の活動を来館者は、それぞれどのように活用してい

るかという視点を持ちながら、いくつかのケースにつ

いて検討を加えた。

展示の目的のひとつが教育にあるという考え方その

ものをまったく否定することはできない。しかし博物

館法を作る際の初期の博物館学の議論の内容と現在の

事業の現状とはかなり異なっている。明治期の博物館

では、もともとは陳列することが教育であり、展示以

外の教育ということは考えていなかった。後に講演や

スライド会などが加わったが、それらは博物館からの

知識の提供が目的であり、そのような博物館教育に対

する考え方は、博物館法が制定されたのちもしばらく

は続いていた。棚橋（1956）は展示が主と考え、博物
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館の教育は展示を使ったものとして、展示と資料とを

使ったことで成立する教育を博物館教育と考えてい

た。この考え方は長く影響を持ち続けた。

現在の博物館教育は、講演会などもあるが、その目

的は大きな方向としては知識を伝えるという部分はか

なり少なくなり、博物館からの機会の提供によって、

個人の思考や体験を通して自分たちについて、地域に

ついて考えるきっかけを作るというように変化してい

る。博物館からは、学芸員と利用者個人の、そしてそ

れに加えて利用者同士のコミュニケーションを大事に

している点や、もともと棚橋（1956）のように博物館

の展示を使った総合的な教育という考えに対して、現

在では背景に博物館が蓄積している情報を持ちなが

ら、展示とは離れた場で、対個人に対する教育学習活

動が、あるいは集団の場合でも参加者個人が意識でき

るような事業展開が普通になっている。それにつれ

て、博物館の教育学習活動はより幅広くなり、博物館

の展示室から離れた教育学習活動のほうに重きがある

と思われる。むしろ展示室における博物館教育という

ものは、現在では少なくなっているだろう。また展示

自体も教育を目的にしているというよりも、展示と観

覧者とのより双方向性が増し、個人の知識や個人の経

験に対する気付きや発見の場となってきている。

展示と教育学習活動とは全く切り離すことができる

活動ではないが、近年になって議論されている内容や

理論化などでは、その方法論や目的、手段、技術など

のどれをとっても、かなり異なる事業として認識すべ

きであると考えられる。そしてすでに現実には、博物

館現場でも博物館学に関する出版物でも、それらの事

業解説については別事業として取り扱われている。博

物館法第2条の定義にある「展示して教育的配慮の下

に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レク

リエーション等に資するために必要な事業を行い」の

うちの、「展示して」から「利用に供し」までが展示

を示し、次のコンマから後の「その教養」から「事業

を行ない」までを教育学習事業と解釈して、展示と教

育学習とを別の事業体系と考えるのが自然ではない

か。

1950年代から始まった博物館学の議論に比較し、展

示事業の目的や性格も変わり、また教育学習事業の目

的や手法なども大きく変わってきている。その両事業

の目的や性格は現代の博物館運営に対応するように変

化しており、新しい博物館学の議論が進められてい

る。

展示と教育学習とはその具体的な目的や内容はかな

り異なることであることと、またその運営の方法につ

いては独自に考える内容が多いこと、そして来館者の

期待の内容に差があることなどから、博物館での事業

としては展示と教育学習とは別の事業とするほうがよ

いのではないかとする考え方を述べた。今後この点に

ついての議論を進めることが必要と考える。
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